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右
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る
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一 

 



 

農
民
の
供
米
促
進
の
意
慾
を
向
上
す
る
た
め
、
並
び
に
産
業
の
振
興
を
計
る
上
に
重
労
働
者
に
対
し
加
配
米
増
配
に
関
し

て
質
問
す
る
も
の
で
あ
る
。 

一 

供
米
を
は
ば
む
原
因
は
多
々
あ
る
が
、
そ
の
原
因
の
一
つ
は
俵
裝
の
改
善
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
現
俵
裝
は
四
斗
入
俵

(

重
量
六
〇
瓩)

で
俵
裝
の
取
扱
い
、
運
搬
保
管
等
に
相
当
の
大
力
を
要
し
、
一
般
の
婦
女
子
の
体
力
に
て
は
、
無
理
が
あ

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
三
斗
五
升
入
、
若
く
は
三
斗
入(

重
量
四
五
瓩)

に
改
善
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
家
の
労
働
力
が
増

強
し
、
供
米
の
促
進
に
大
な
る
影
響
が
あ
る
と
確
信
す
る
も
の
で
あ
る
。
農
林
当
局
に
お
い
て
速
や
か
に
俵
裝
の
改
善
策

を
樹
立
す
る
考
え
は
な
い
か
。 

二 

重
労
働
者
は
、
現
在
の
米
の
配
給
量
で
は
、
重
労
働
に
堪
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
衆
知
の
事
実
で
あ
る
。
従
つ
て
事
業
経

営
者
は
、
そ
の
不
足
分
を
お
ぎ
な
う
た
め
に
大
な
る
苦
心
を
拂
い
、
時
に
は
取
締
の
強
化
に
よ
つ
て
幾
多
の
犯
罪
が
摘
発

さ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
政
府
は
、
米
の
統
制
撤
廃
前
に
、
こ
れ
ら
重
労
働
者
に
適
正
合
理
的
な
る
加
配
米
の
増
配
を 

供
米
促
進
並
び
に
重
労
働
者
に
対
す
る
加
配
米
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

 

四 

す
る
こ
と
こ
そ
基
礎
産
業
の
振
興
上
絶
対
必
要
で
あ
る
こ
と
と
信
ず
る
が
、
政
府
の
所
見
如
何
。 

右
質
問
す
る
。 


